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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年6月14日(2018.6.14)

【公開番号】特開2018-64811(P2018-64811A)
【公開日】平成30年4月26日(2018.4.26)
【年通号数】公開・登録公報2018-016
【出願番号】特願2016-206065(P2016-206065)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２６Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成30年4月10日(2018.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技媒体を発射して遊技領域に打込むことにより、変動表示を用いる遊技が実行可能で
あり、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機において、
　前記遊技領域は、遊技媒体が流下可能な経路として、遊技媒体の打分けが可能な第１経
路と第２経路とを含み、
　少なくとも通常状態においては前記第１経路を遊技媒体が流下した方が有利に構成され
、
　少なくとも前記有利状態と、前記通常状態および前記有利状態とは異なる特定状態にお
いて、前記第２経路を遊技媒体が流下した方が前記第１経路を遊技媒体が流下したときよ
りも遊技者にとって有利な状態に制御する状態制御手段と、
　前記第２経路への遊技媒体の打込みを促進させることが可能な促進報知を行なう促進報
知手段とを備え、
　前記促進報知手段は、前記有利状態において前記促進報知を行なうとともに、当該有利
状態の終了後に実行される変動表示が前記特定状態に制御可能な表示結果となる変動表示
であるときには当該有利状態が終了したときから前記促進報知を行ない、
　前記促進報知手段が前記促進報知を行なうことに関連して、当該促進報知を実行してい
ることを特定可能な特定信号を作成する特定信号作成手段をさらに備える遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
(手段Ａ)上記目的を達成するため、本発明の遊技機は、遊技媒体を発射して遊技領域に打
込むことにより、変動表示を用いる遊技が実行可能であり、遊技者にとって有利な有利状
態に制御可能な遊技機において、前記遊技領域は、遊技媒体が流下可能な経路として、遊
技媒体の打分けが可能な第１経路と第２経路とを含み、少なくとも通常状態においては前
記第１経路を遊技媒体が流下した方が有利に構成され、少なくとも前記有利状態と、前記
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通常状態および前記有利状態とは異なる特定状態において、前記第２経路を遊技媒体が流
下した方が前記第１経路を遊技媒体が流下したときよりも遊技者にとって有利な状態に制
御する状態制御手段と、前記第２経路への遊技媒体の打込みを促進させることが可能な促
進報知を行なう促進報知手段とを備え、前記促進報知手段は、前記有利状態において前記
促進報知を行なうとともに、当該有利状態の終了後に実行される変動表示が前記特定状態
に制御可能な表示結果となる変動表示であるときには当該有利状態が終了したときから前
記促進報知を行ない、前記促進報知手段が前記促進報知を行なうことに関連して、当該促
進報知を実行していることを特定可能な特定信号を作成する特定信号作成手段をさらに備
える遊技機。
（１）遊技媒体（遊技球等）を発射して遊技領域（遊技領域７等）に打込むことにより、
変動表示（第１特別図柄および第２特別図柄の変動表示、演出図柄の変動表示等）を用い
る遊技が実行可能であり、遊技者にとって有利な有利状態（大当り遊技状態等）に制御可
能な遊技機（パチンコ遊技機１等）において、前記遊技領域は、遊技媒体が流下可能な経
路として、遊技媒体の打分けが可能な第１経路（第１経路、左経路等）と第２経路（第２
経路、右経路等）とを含み、少なくとも通常状態（低ベース状態）においては前記第１経
路を遊技媒体が流下した方が有利に構成され（低ベース状態では、第１始動入賞口１３が
第１経路から入賞可能に設けられているので、第１経路を遊技球が流下した方が、第２経
路を遊技球が流下するよりも、始動入賞の点で遊技者にとって有利である等）、少なくと
も前記有利状態と、前記通常状態および前記有利状態とは異なる特定状態（小当り遊技状
態等）において、前記第２経路を遊技媒体が流下した方が前記第１経路を遊技媒体が流下
したときよりも遊技者にとって有利な状態に制御する（特別可変入賞球装置２０を開状態
にする、Ｖ判定入賞装置８７を開状態にする等）状態制御手段（遊技制御用マイクロコン
ピュータ５６０、図９のＳ３０５～Ｓ３０７、Ｓ３０８～Ｓ３１０等）と、前記第２経路
への遊技媒体の打込みを促進させることが可能な促進報知（右打ち促進報知）を行なう促
進報知手段（演出制御用マイクロコンピュータ１００、図１８のＳ５００、図２０のＳ５
０６，Ｓ５１０、Ｓ５２２，Ｓ５３２等）とを備え、前記促進報知手段は、前記有利状態
において前記促進報知を行なう（図２０のＳ５１０、図１９（Ｂ））とともに、当該有利
状態の終了後に実行される変動表示が前記特定状態に制御可能な表示結果となる変動表示
であるときには当該有利状態の終了後の状態が前記通常状態であったとしても、変動開始
時においても前記促進報知を行ない（図２０のＳ５２２、図１９（Ｂ））、前記促進報知
手段が前記促進報知を行なうことに関連して、当該促進報知を実行していることを特定可
能な特定信号を作成する特定信号作成手段をさらに備え、前記促進報知手段は、前記有利
状態において前記促進報知を行なうとともに、当該有利状態の終了後に実行される変動表
示が前記特定状態に制御可能な表示結果となる変動表示であるときには当該有利状態の終
了後の状態が前記通常状態であったとしても、変動開始時においても前記促進報知を行な
う。（第６実施形態）。
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